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　明治大学司書・司書教諭課程は2000年4月に
開設された。阪田蓉子先生は、同年、文学部専
任教授として着任され、以後、司書・司書教諭
課程主任として9年間にわたって司書・司書教
諭の養成にご尽力された。明治大学における阪
田蓉子先生のご活躍は多岐にわたるが、ここで
は、司書・司書教諭の養成と図書館情報学の研
究を中心に紹介したい。
　明治大学司書・司書教諭課程は、文学部をは
じめとする文系学部のみならず、理工学部、農
学部を含めた全学部の学生に対して開講されて
おり、人文科学、社会科学、自然科学の主題知
識を備えた司書・司書教諭の養成を展開してい
る。阪田先生は、専門的な主題知識を有しつつ、
幅広い視野に立った司書・司書教諭養成の重要
性を常々指摘されている。明治大学の司書・司
書教諭養成は、こうした阪田先生の教育理念を
反映したものといえる。以下で示すように、阪
田先生が最先端の教育技術と情報技術を積極的
に取り入れながら司書・司書教諭の養成を展開
されたのも、先生の教育理念と先生が考えられ
る図書館情報学教育の社会的意義が、この明治
大学において実現可能である、と判断されたか
らに他ならない。
　言うまでもなく、司書・司書教諭課程の教育
目標は、公立図書館を中心に各種図書館の司書
の養成と中学校・高等学校の司書教諭の養成に
ある。司書・司書教諭課程が開設されてから本
年で9年を経過した段階であるが、当課程にお
いて司書資格を取得した卒業生は、横浜市立図
書館、岡山県立図書館、福島県立図書館をはじ
めとする公立図書館の司書として、あるいは、
東京学芸大学附属図書館、東京大学附属図書館、
首都大学東京附属図書館をはじめとする国公立
大学図書館の司書として活躍中である。また、
司書教諭の資格を取得し、中学校、高等学校に
おいて教鞭をとられている卒業生も数多い。
　司書・司書教諭課程の教育目標の一つとして、
司書・司書教諭の養成とは別に、阪田先生が常々
強調されてきたことがある。それは、情報リテ
ラシーを身につけた人材の育成である。司書・
司書教諭課程の教育内容は情報化社会において
不可欠な能力の一つである情報リテラシー（情
報の選択・収集・活用・発信能力）の育成に深
く関わるものである。図書館情報学の教育を通
して、情報リテラシーを獲得した人材を社会に
送り出すこともまた、司書・司書教諭の養成と
並んで、司書・司書教諭課程の重要な役割の一
つといえる。
　阪田先生が明治大学の教育に残された大きな
成果として、メディア授業の導入があげられる。
明治大学では、いつでも、どこでも学べる教育
環境として、ユビキタス・カレッジの設置に取
り組んでいる。司書・司書教諭課程は、このユ
ビキタス・カレッジにいち早く参加し、2007
年後期より、e－1eaming方式による本格的なメ
ディア授業を開始した。このメディア授業は、
インストラクショナル・デザインという教育技
術に基づくコンテンツの作成とインターネット
による学習環境の構築など、最先端の技術を結
集して実現可能なものである。阪田先生は、明
治大学ではじめてとなるメディア授業を司書・
司書教諭課程の教育に取り入れることを決め、
明治大学における本格的なe－leaming導入の先
鞭をつけたのである。
　さて、司書課程では、2005年度から、文部
科学大臣委嘱事業である司書講習を開講してい
る。司書講習は、図書館の現職者、図書館に関
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心をもつ社会人、図書館職を希望する人たちを
主な対象に、司書資格の取得機会を提供するも
のである。この司書講習は、今や明治大学にお
ける重要な社会貢献事業の一つとして位置付け
られている。当講習には毎年、定員を超える多
くの応募者があり、明治大学による司書養成へ
の社会的期待の大きさが伺える。当講習では、
選択科目として、他の司書講習開講大学では例
を見ない館種別科目群を設置し、各分野の第一
人者を講師に迎えるなど、ここでも阪田先生の
卓越した企画力と人脈の広さが存分に発揮され
ている。2008年度からは、この選択科目群に
新たに図書館建築、障害者サービスの諸科目が
加えられ、第一線で活躍さている専門家による
講義が実施されている。明治大学の司書講習は、
開講開始からわずかに4年を経過した段階では
あるが、今や、わが国の司書講習による司書養
成の重要な拠点の一つになりつつある。
　次に、阪田先生のご研究について紹介したい。
阪田先生は文学研究科臨床人間学専攻臨床教育
学コースにおいて、「地域情報サービス論」、「学
校図書館論」などの科目をご担当され、教育学
や社会学的視点をも取り入れた図書館情報学の
研究指導にあたられた。
　阪田先生のご研究は、情報サービス、図書館
史など、幅広い領域にわたっている。情報サー
ビスの領域では、英国の1＆Rサービスをわが国
に紹介され、今日の情報サービスに求められる
情報発信型サービスのモデルともいえる取り組
みの重要性を指摘されている。
　また、図書館史の領域では、わが国の大学図
書館のレファレンス・サービスや貸出サービス
の歴史的変遷を研究され、特に大学図書館への
レファレンス・サービスの導入時期を明らかし
た研究は、図書館史の研究者のみならず、レファ
レンス・サービスの研究者からも高く評価され
ている。
　阪田先生は、日本図書館文化史研究会の代表
として、図書館史研究の発展と若手研究者の育
成にも尽力され、わが国における図書館史研究
の基盤を形成した先生の功績は大きい。なお、
同研究会における阪田先生のご功績の詳細につ
いては、本号所収の小黒浩司氏の記事を参照さ
れたい。
　阪田先生は、日本図書館文化史研究会代表に
加え、日本図書館情報学会、日本図書館研究会、
日本図書館協会等においても要職を務められ、
わが国の図書館情報学研究ならびに図書館の発
展に貢献をされている。
　明治大学司書・司書教諭課程が、わが国の司
書・司書教諭養成機関としては後発でありなが
ら、わが国における司書・司書教諭養成に一定
の地位を占めるに至ったのは、阪田蓉子先生の
ご尽力の賜物である。われわれ司書・司書教諭
課程のスタッフは、阪田先生の教育理念を今後
も継承しつつ、明治大学における司書・司書教
諭養成の充実と図書館情報学の教育・研究の発
展を図っていく所存である。
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